
　
東
海
道
新
幹
線
の
車
両
は
「
０
系
」
に
始
ま
り
最
新
の
「
Ｎ
７
０
０
Ａ
」
ま

で
、
い
ず
れ
も
、
営
業
運
転
に
投
入
さ
れ
た
当
時
の
最
先
端
技
術
が
ふ
ん
だ
ん
に

反
映
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
。
し
た
が
っ
て
歴
代
新
型
車
両
の
開
発
は
、
そ
の
ま
ま

東
海
道
新
幹
線
の
進
化
の
歴
史
に
重
な
る
も
の
と
言
え
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
浜
松
工
場

浜
松
市

で
は
、
Ｎ
７

０
０
系
の
機
能
を
高
め
る
改
造
工
事
を
進
め
て
い

る
。
改
造
工
事
は
最
新
型
の
Ｎ
７
０
０
Ａ
の
機
能
を

Ｎ
７
０
０
系
に
も
投
入
す
る
。
３
年
間
で

編
成
の

改
造
を
完
了
さ
せ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
今
回
の
改
造

工
事
を
「
開
業
以
来
の
大
工
事
」
と
し
て
い
る
。

Ｎ
７
０
０
系
改
造

新
型
車
両
の
開
発
加
速

高速に加え安全・快適最新車両Ｎ７００Ａ

０系

３００系

７００系

短
期
・
低
コ
ス
ト
で
機
能
向
上
浜
松
工
場
、
編
成
の
大
工
事
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浜
松
工
場
で
は
、
Ｎ
７
０
０

系
の
機
能
を
高
め
る
「
開
業

以
来
の
大
工
事
」
を
進
め
る

車
両
開
発
の
歴
史

　
東
海
道
新
幹
線
の
初
代
の

車
両
は
、
「
団
子
鼻
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
た
「
０

系
」
。
０
系
の
最
高
速
度
は

時
速
２
２
０

で
、
時
速

２
０
０

を
超
え
る
高
速

鉄
道
は
世
界
初
だ
っ
た
。
東

京
―
新
大
阪
間
の
所
要
時
間

は
特
急
列
車
で
６
時
間
半
だ

っ
た
が
、
東
海
道
新
幹
線
の

開
業
に
よ
り
、
３
時
間

分

と
半
減
。
日
本
の
交
通
輸
送

体
系
を
大
き
く
変
え
た
。
０

系
は
高
速
鉄
道
の
幕
開
け
を

飾
っ
た
象
徴
的
な
車
両
だ
。

　
開
業
か
ら

年
目
の
１
９

８
５
年
に
は
、
２
車
種
目
と

な
る
「
１
０
０
系
」
を
導

入
。
０
系
の
性
能
を
ベ
ー
ス

に
、
２
階
建
て
車
両
を
連

結
。
グ
リ
ー
ン
車
や
個
室
を

導
入
し
、
車
内
設
備
を
一
新

す
る
な
ど
、
旅
客
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
た
。

　
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し

た

年
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
が
発

足
す
る

年
ま
で
の

年
間

で
開
発
さ
れ
た
車
両
は
、
０

系
と
１
０
０
系
の
２
車
種
。

国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
た

年

か
ら
２
０
１
３
年
の

年
間

で
投
入
さ
れ
た
車
両
は
、

年
の
「
３
０
０
系
」
、

年

の
「
７
０
０
系
」
、

年
の

「
Ｎ
７
０
０
系
」
、

年
の

「
Ｎ
７
０
０
Ａ
」
と
４
車
種

に
の
ぼ
る
。
民
営
化
後
に
新

型
車
両
の
開
発
が
加
速
し
、

短
期
間
に
多
く
の
車
両
が
投

入
さ
れ
て
い
る
。

第
二
世
代
の
幕
開
け

　
Ｊ
Ｒ
東
海
発
足
後
初
め
て

投
入
さ
れ
た
３
０
０
系
は
、

新
幹
線
第
二
世
代
の
幕
開
け

と
言
え
る
車
両
だ
。
最
高
速

度
が
現
行
の
２
７
０

に

上
が
り
、
東
京
―
新
大
阪
間

の
所
要
時
間
を
２
時
間
半
に

短
縮
し
た
。
車
体
を
鉄
か
ら

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
に
変

え
、

％
軽
量
化
し
た
。
ま

た
制
御
方
式
に
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｆ
制

御

可
変
電
圧
可
変
周
波

数

を
採
用
し
、
従
来
の
直

流
モ
ー
タ
ー
か
ら
交
流
モ
ー

タ
ー
と
す
る
こ
と
で
、
軽
量

化
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
負
荷

低
減
に
つ
な
げ
た
。
こ
の
ほ

か
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
発

生
す
る
電
力
回
生
ブ
レ
ー
キ

の
採
用
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
を
低
減
し
た
。

　

年
に
は
試
験
車
両
と
し

て
「
３
０
０
Ｘ
」
を
投
入
。

最
新
か
つ
最
良
の
高
速
鉄
道

シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指

し
、

年
ま
で
走
行
試
験
を

行
っ
た
。

年
に
は
国
際
最

高
速
と
な
る
時
速
４
４
３

を
記
録
。
３
０
０
Ｘ
に
よ

り
得
た
技
術
は
、
の
ち
の
７

０
０
系
な
ど
に
取
り
入
れ
ら

れ
た
。

快
適
性
を
追
求

　

年
に
運
行
を
開
始
し
た

７
０
０
系
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
共
同
開
発
し

た
車
両
。
先
頭
車
両
の
形
状

を
カ
モ
ノ
ハ
シ
に
似
た
独
特

の
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
空

力
特
性
と
車
外
騒
音
を
改
善

し
た
。
車
両
の
振
動
を
制
御

す
る
セ
ミ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ダ
ン

パ
の
採
用
に
よ
り
、
揺
れ
を

小
さ
く
し
た
ほ
か
、
パ
ン
タ

グ
ラ
フ
や
カ
バ
ー
の
形
状
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
風
切
音

を
低
減
す
る
な
ど
、
乗
り
心

地
を
向
上
さ
せ
た
。

　

年
に
投
入
さ
れ
た
Ｎ
７

０
０
系
は
、
７
０
０
系
を
ベ

ー
ス
に
快
適
性
や
環
境
性
を

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
車
両

だ
。
先
行
試
作
車
を

年
３

月
に
投
入
し
、
２
年
程
度
試

験
走
行
を
重
ね
て
営
業
運
転

に
導
入
し
た
。
電
力
消
費
量

を
７
０
０
系
に
比
べ
て

％

低
減
し
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
量
を
航
空
機

の

分
の
１
以
下
に
し
た
。

　
Ｎ
７
０
０
系
か
ら
曲
線
で

自
動
的
に
車
体
を
１
度
傾
斜

さ
せ
る
「
車
体
傾
斜
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
。
そ
れ
ま
で
曲

線
の
速
度
は
２
５
０

と
、
直
線
に
比
べ
速
度
を
落

と
し
て
走
行
し
て
い
た
が
、

同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
直
線
、

曲
線
と
も
に
最
高
速
度
で
走

行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。

　
先
頭
形
状
に
は
鉄
道
車
両

と
し
て
は
初
め
て
、
航
空
機

の
開
発
に
用
い
る
「
空
力
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

遺
伝
的

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

」
を
採

用
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
速
走

行
に
最
適
な
空
力
特
性
を
も

つ
「
エ
ア
ロ
・
ダ
ブ
ル
ウ
ィ

ン
グ
形
」
と
な
っ
た
。
ま
た

パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
ス
タ
イ
ル

を
流
線
形
状
に
し
て
、
車
外

騒
音
を
低
減
。
風
防
カ
バ
ー

内
に
中
間
ヒ
ン
ジ
や
空
気
配

管
を
収
納
し
、
車
体
傾
斜
時

に
お
い
て
も
、
集
電
が
可
能

な
舟
体
構
造
を
採
用
し
た
。

進
化
を
表
す
Ａ

　
最
新
車
両
と
な
る
Ｎ
７
０

０
Ａ
は
、

年
２
月
か
ら
運

行
を
開
始
し
た
。
「
Ａ
」
は

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ
の
略
で

「
進
化
」
を
表
す
。
Ｎ
７
０

０
系
の
機
能
に
加
え
、
台
車

の
振
動
を
常
時
監
視
す
る
こ

と
で
故
障
を
未
然
に
防
止
す

る
「
台
車
振
動
検
知
シ
ス
テ

ム
」
や
、
自
動
列
車
制
御
装

置

Ａ
Ｔ
Ｃ

か
ら
の
情
報

で
自
動
的
に
運
転
を
制
御
す

る
「
定
速
走
行
装
置
」
を
搭

載
。
事
故
や
悪
天
候
で
乱
れ

た
ダ
イ
ヤ
を
早
期
に
回
復
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
ブ
レ
ー
キ
に
も
多
く
の
新

技
術
が
導
入
さ
れ
た
。
従
来

の
ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
は
車

輪
径
方
向
の
内
周
側
で
車
輪

に
締
結
し
て
い
た
が
、
Ｎ
７

０
０
Ａ
で
導
入
し
た
「
中
央

締
結
ブ
レ
ー
キ
」
は
、
ラ
イ

ニ
ン
グ
で
押
さ
え
つ
け
る
面

の
中
央
で
締
結
す
る
構
造
に

改
良
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｎ
７

０
０
系
に
比
べ
、
ブ
レ
ー
キ

力
が

％
向
上
し
た
。
ま
た

中
央
締
結
ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス

ク
の
採
用
と
合
わ
せ
、
災
害

に
よ
る
停
電
時
に
、
よ
り
強

い
ブ
レ
ー
キ
が
働
く
地
震
ブ

レ
ー
キ
を
開
発
。
停
止
距
離

を
縮
め
、
安
全
性
を
向
上
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
先
頭
車
両

に
予
備
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載

し
、
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
を

多
重
系
化
。
信
頼
性
の
向
上

に
つ
な
げ
た
。

　
こ
れ
ら
の
技
術
は
Ｊ
Ｒ
東

海
が

年
に
開
設
し
た
「
小

牧
研
究
施
設
」
で
開
発
し

た
。
台
車
振
動
検
知
シ
ス
テ

ム
は
開
発
に

年
を
費
や
し

た
。

　
東
海
道
新
幹
線
は

年
３

月
に
最
高
速
度
を
現
行
の
時

速
２
７
０

か
ら
２
８
５

に
引
き
上
げ
る
。
こ
の

速
度
向
上
は
Ｎ
７
０
０
Ａ
の

導
入
に
よ
り
可
能
に
な
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
Ｎ
７
０
０

Ａ
の
機
能
を
、
Ｎ
７
０
０
に

導
入
す
る
改
造
工
事
を
進
め

て
い
る
。

年
度
ま
で
に

編
成
の
改
造
を
完
了
さ
せ
る

計
画
で
、
新
造
す
る
Ｎ
７
０

０
Ａ
と
合
わ
せ
、

年
度
に

は
保
有
車
両
の
８
割
を
最
新

型
に
し
て
、
速
度
向
上
の
効

果
を
高
め
る
。

８
割
に
最
新
機
能
を

　
浜
松
工
場
で
は
そ
の
準
備

に
あ
た
り
、
改
造
工
事
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
施

工
方
法
の
検
討
や
使
用
工
具

の
選
定
な
ど
を
進
め
て
き

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
３
年
後
に

保
有
車
両
の
８
割
以
上
に
最

新
機
能
を
搭
載
す
る
計
画
。

浜
松
工
場
は
東
海
道
新
幹
線

の
車
両
の
進
化
を
支
え
て
い

る
。

　
改
造
工
事
は
３
年
間
で
進

め
る
計
画
で
、
２
０
１
３
年

度

編
成
、

年
度

編

成
、

年
度

編
成
を
改
造

す
る
。
改
造
に
か
か
る
総
投

資
額
は
２
３
０
億
円
。
Ｊ
Ｒ

東
海
で
は
新
造
す
る
Ｎ
７
０

０
Ａ
と
改
造
し
た
Ｎ
７
０
０

系
を
合
わ
せ
、

年
度
に
は

保
有
車
両
の
８
割
を
最
新
型

に
す
る
。
既
存
車
両
に
最
新

機
能
を
投
入
す
る
こ
と
で
、

短
期
間
、
低
コ
ス
ト
で
車
両

の
機
能
向
上
を
実
現
し
た
い

考
え
だ
。

　
改
造
工
事
で
は
中
央
締
結

ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
や
、
定

速
走
行
装
置
、
地
震
ブ
レ
ー

キ
な
ど
、
Ｎ
７
０
０
Ａ
の
最

新
機
能
を
Ｎ
７
０
０
系
に
導

入
す
る
。
定
速
走
行
装
置
は

事
故
や
悪
天
候
な
ど
で
ダ
イ

ヤ
が
乱
れ
た
際
に
、
遅
延
を

早
期
に
回
復
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
Ｎ
７
０
０
Ａ
の
最

新
機
能
だ
。
改
造
工
事
で
は

定
速
走
行
装
置
を
Ｎ
７
０
０

系
に
搭
載
す
る
た
め
、
ボ
ン

ネ
ッ
ト
内
部
の
機
器
配
置
を

大
幅
に
変
更
し
、
電
気
配
線

の
新
設
、
変
更
な
ど
を
も
行

っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
Ｎ
７
０
０
Ａ
は

カ
ー
ブ
通
過
時
に
空
気
バ
ネ

を
上
昇
さ
せ
、
車
体
の
姿
勢

を
安
定
に
保
つ
仕
組
み
を
導

入
し
、
乗
り
心
地
を
向
上
さ

せ
て
い
る
が
、
改
造
工
事
で

は
Ｎ
７
０
０
系
に
空
気
タ
ン

ク
を
１
編
成
当
た
り

台
増

設
。
空
気
バ
ネ
に
供
給
す
る

空
気
量
を
増
加
さ
せ
て
Ｎ
７

０
０
Ａ
と
同
等
の
乗
り
心
地

を
目
指
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
改
造
工
事
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
「
Ｎ

７
０
０
Ａ
を
新
車
両
で
そ
ろ

え
る
に
は

年
か
か
る
が
、

改
造
工
事
は
３
年
で

編
成

で
き
る
。
短
時
間
で
よ
り
安

定
・
安
全
な
車
両
を
提
供
で

き
る
」
と
す
る
。
Ｎ
７
０
０

Ａ
は

年
度
末
ま
で
に

編

成
製
造
す
る
計
画
だ
が
、
そ

の
前
年
の

年
に
は

編
成

の
改
造
が
完
了
す
る
。
新
た

に
車
両
を
製
造
す
る
よ
り
も

既
存
車
両
を
改
造
す
る
方

が
、
迅
速
に
車
両
の
機
能
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
Ｎ
７
０
０
Ａ
の
１
編

成
製
造
に
か
か
る
コ
ス
ト
は

約

億
円
だ
が
、
Ｎ
７
０
０

系
の
改
造
に
か
か
る
コ
ス
ト

は

編
成
で
２
３
０
億
円

と
、
コ
ス
ト
面
で
大
幅
に
効

率
が
よ
く
な
る
の
も
メ
リ
ッ

ト
だ
。

改
善
提
案
２
千
件

　
浜
松
工
場
は
新
幹
線
を
解

体
し
て
検
査
す
る
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
を
専
門
に
手
が
け
る

工
場
で
、
こ
れ
ま
で
大
幅
な

車
両
改
造
は
経
験
が
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
改
造
工
事

に
あ
た
っ
て
は
、
作
業
が
始

ま
る
９
カ
月
前
の

年
７
月

に
「
改
造
工
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
て
作
業
の

検
討
を
行
う
な
ど
、
入
念
に

準
備
を
進
め
た
。
社
員
か
ら

集
ま
っ
た
改
善
提
案
は
約
２

０
０
０
件
に
の
ぼ
り
、
作
業

現
場
で
は
品
質
の
確
保
と
作

業
効
率
の
向
上
を
徹
底
し
て

い
る
。

　
改
造
工
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
工
事
の
開
始
に
備
え
、

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
た
め
に

工
場
に
あ
る
Ｎ
７
０
０
系
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
施
工
方

法
の
検
討
や
使
用
工
具
の
選

定
、
改
造
後
の
試
験
方
法
や

検
査
体
制
の
整
備
な
ど
が
進

め
ら
れ
た
。

　
社
員
か
ら
出
さ
れ
た
改
善

提
案
の
累
積
件
数
の
推
移
を

み
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

立
ち
上
が
り
と
同
時
に
出
始

め
、
工
事
が
始
ま
っ
た
４
月

以
降
一
気
に
増
え
て
い
る
。

浜
松
工
場
で
は
改
造
工
事
の

作
業
効
率
を
高
め
る
提
案
な

ど
を
採
用
。
改
造
工
事
の
作

業
に
合
わ
せ
た
専
用
の
治
具

や
コ
ネ
ク
タ
ー
を
製
作
す
る

な
ど
、
作
業
負
荷
の
低
減
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
車
両
に
表
示
灯
や
定
速
ス

イ
ッ
チ
を
取
り
付
け
る
た
め

の
ケ
ガ
キ
作
業
は
鋼
尺
や
メ

ジ
ャ
ー
を
使
っ
て
切
り
欠
き

寸
法
を
測
定
す
る
た
め
時
間

が
か
か
っ
て
い
た
。
改
善
提

案
に
よ
り
設
置
す
る
部
分
の

形
状
に
合
わ
せ
た
治
具
を
製

作
。
寸
法
を
測
定
し
な
く
て

も
治
具
を
合
わ
せ
る
だ
け
で

ケ
ガ
キ
作
業
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
作
業
時
間
を
短
縮
し

た
。最

高
時
速

へ

　
改
造
工
事
で
は
Ｎ
７
０
０

Ａ
の
定
速
走
行
装
置
を
搭
載

す
る
た
め
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
内

部
の
機
器
配
置
を
大
幅
に
変

更
し
た
。
従
来
の
機
器
を
取

り
外
し
て
新
た
に
取
り
付
け

枠
を
設
置
し
、
５
０
０
本
の

配
線
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど

を
敷
設
し
、
接
続
す
る
。
こ

の
作
業
で
必
要
に
な
る
の
が

新
規
配
線
の
接
続
確
認
。
従

来
の
や
り
方
で
は
一
つ
ひ
と

つ
の
配
線
確
認
と
誤
結
線
の

確
認
し
か
で
き
ず
、
時
間
も

か
か
り
、
精
度
も
落
ち
る
。

そ
こ
で
配
線
確
認
用
の
継
電

器
と
コ
ネ
ク
タ
ー
を
作
り
、

確
認
作
業
を
行
う
こ
と
で
配

電
箱
へ
の
入
力
・
出
力
の
配

線
を
単
線
で
は
な
く
回
路
と

し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　
ま
た
車
体
の
改
造
用
部
品

は
約
６
３
０
０
点
と
数
が
多

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー

か
ら
納
品
さ
れ
る
。
当
初
は

全
て
の
材
料
が
そ
ろ
っ
て
い

る
か
、
全
て
の
部
品
が
き
ち

ん
と
使
わ
れ
た
か
が
、
不
明

確
な
状
態
だ
っ
た
。
こ
れ
を

改
善
す
る
た
め
、
各
作
業
別

に
姿
置
き
を
製
作
。
数
量
な

ど
を
確
実
に
管
理
す
る
こ
と

で
部
品
の
紛
失
を
防
ぐ
な
ど

作
業
の
正
確
性
を
高
め
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は

年
３
月
に

東
海
道
新
幹
線
の
最
高
速
度

を
現
行
の
２
７
０

か
ら

２
８
５

に
引
き
上
げ
る

が
、
２
８
５

で
走
行
で

き
る
の
は
、
Ｎ
７
０
０
Ａ
と

改
造
車
の
み
だ
。
改
造
を
進

め
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

車
両
が
最
高
速
度
で
走
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
狙

い
が
あ
る
。


